
第１回 十勝地域公共交通計画推進協議会 
運賃協議分科会（帯広市・音更町・士幌町・上士幌町） 

議事概要 
 

 

日 時 令和７年（２０２５年）１０月２日（木） １３時３０分～１４時２０分 

場 所 十勝総合振興局 ２階 ２A会議室 

出席者 別添「出席者名簿」のとおり 

 

 

１ 協議事項 北海道拓殖バス(株)が運行する乗合バスの運賃について 

 

２ 議事概要 

 

（１）事務局説明 

・運賃協議の趣旨及び経緯等について説明（資料１及び２） 

 

（２）北海道拓殖バス(株)からの説明 

  ・企業概要、協議対象路線資料、運賃改定案について説明（資料３～６） 

 

（３） 意見交換 

  【主な意見】 

○ 拓殖バスと十勝バスとで運賃差が生じる場合、共通定期の継続が困難となるほか、

利用者が運賃の低廉な方へ流出することで、十勝バスの路線維持が困難となるおそ

れがある。 

 

○ 路線維持が困難となると、公共交通への依存度が高い高齢者や学生の日常生活へ

の支障や、社会活動の停滞、地域経済への影響も懸念される。 

   

○ 昨今の物価高騰や運転手不足の状況を踏まえると、路線維持及び地域交通の安定  

的な運行確保のため、値上げはやむを得ないと考える。 

   

○ 十勝バスが値上げを据え置いている拓殖バスとの並行区間について、共通定期券

が使えなくなることは利用者の利便性を低下させることになるため、利用者に影響

がないような運賃設定になることが望ましい。 

   

○ 住民の理解を得るため事前の説明・周知は丁寧に行ってほしい。 

   

○ 運賃改定後、回数券を買い換えられるようにするなど、利用者にとって不便になら

ない対応も検討してほしい。 

   

○ 運賃改定は、本来は個々のバス事業者が検討し実施するもの。今回の改定には、十

勝バスが値上げを据え置いている状況等を踏まえ、地域公共交通の維持・確保の観点

から同意をするものの、今後、コスト上昇を踏まえた運賃改定が必要な際には、通常

の認可申請により実施するべき。 



   

○ 値上げの実施のみではなく、バスの利便性・利用率向上につながるような取組も実

施してほしい。 

  

○ 遠方で運賃が高い地域は引き上げ感を強く感じるが、物価高騰や運転手不足の影

響も理解しており、高齢者や障害者、未成年者等といった交通弱者の生活を考えると、

バス路線維持のため運賃の値上げは容認せざるを得ない。 

   

  ○ 路線バスの維持には自治体が多額の負担をしているが、適切な負担額の規模や、利

用者がどのくらいの値上げ幅なら受け入れられるかということも考える必要がある。 

 

○ 利用者も物価高騰の影響を受けており、何らかの運賃負担軽減措置を行政やバス

会社には考えてほしい。（割引回数券の配付、電子決済割引、高齢者・学生割引等） 

 

 

（４）協議結果 

   運賃改定に向けて、パブリックコメントにより関係住民からの意見を聴取の上、次回 

会議にて、協議を行うことを決定。 


